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フォトマルの感度不均一による画像への影響
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要 旨

フォトマルの感度不均一性が,核医学画像にどの

ような影響を与えるのか,われわれは 123Ⅰ-IMP脳

スキャンにおいて偶然にそのような検討をする機会

を得たので,若干の知見を加えて報告した｡

はじめに

フォトマルの感度が均一に保たれて初めて安定し

た再現性のある画像が得られる｡したがって,この

調整を定期的に行なって,常に均一性のよいものに

保たなければならない｡そのためには,点線源,面

線源等による有効視野内の感度調整が必要である｡

Fig.1 The丘rstscintiphotoof123Ⅰ-IMP
cerebralperfusion

study.Theimagewasoftainedwiththepatient'
Sheadlocatedbelowthecenterofthe

imag-1ngCamera･

画像説明123Ⅰ-IMP による脳スキャ

ンを行なおうとしたときに得られた一連の画像を呈示す

る｡Fig.1は,ガンマカメラの中央に頭部を入れ

て撮像したものである｡図のごとく解釈不能な一見

異常集横様の画像が得ら

れた｡Fig.2は,ガンマカメラの中央よりや

や下方に頭部を入れたときのものである｡Fig.1に比 して,顔部上方は,解釈不能

な,異常集積像が見えるが,頭部下方では,正常集積に近い画像が描出されている｡

Fig.3は,頭部をガンマカメラの下方に入れて撮
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Fig.3 The third scintiphto obtained
usingthelowestpartofthecamera

丘eld.ために,面線源を用いて,感度均一性を調べたところ Fig.4

のような状態であり,フォトマルの感度不均一性が,Fig.1,Fig.2をもたらし

たものと考えられた｡ 考 察

フォトマル感度の不均一による今回のような現象

が起った原因を検討したところ,123トIMPに

よる脳スキャン時で,ECT検査施行時にガンマカメラ

が

回転せず,停止した状態で,原因不明のまま,ガンマカ

メラの電源を切 り,また,フォトマルにかかる印加電圧も切った後,再

び起動させたため,本現象が現われたものと

考えられた｡したがって,このように収集時の異常の場合

でも,フォトマルの印加電圧を切ることは,均一性を失なう原因でもあり, Fig･4 Ascinti

photoofthehemogenous


